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A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
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コア廻り詳細図参照

詳細図参照

2,
0
00

放送室

階段
(1)

階段
(2)

PS

　壁：既存モルタル金ゴテ、特殊塗料塗

　巾木：ビニル巾木 H100[仕上撤去]＊

　　　　ビニル巾木 H100[仕上新設]

・天井：CH2,220（改修別図参照）

　　　C-2補修の上、複層塗材E[下地共新設]

・目隠しﾌｪﾝｽ 四国化成 HG-6型 W1,100×H1,800 ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ仕様 同等品

・内部廊下改修（コア廻り詳細図参照）

　　　　　　（内部階段、踏面はﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ)

(　)内A3表記

手摺設置 両側床支持ﾀｲﾌﾟ 樹脂製 34φ[新設]

段部はL＝3M

[改修・再取付]

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
[改修・再取付]

SUSﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ W35 ｺﾞﾑﾀｲﾔ入り

開発室

既存OA床 H100框に

[新設]

段差解消装置[新設]（別図参照）

改修範囲　内装改修：詳細図参照

EXP.JEXP.J

改修範囲　床：ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.5[新設]

A-012

改修後 ３階平面図
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A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
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コア廻り詳細図参照

詳細図参照

階段
(1)

階段
(2)

PS

　壁：既存モルタル金ゴテ、特殊塗料塗

　巾木：ビニル巾木 H100[仕上撤去]＊

　　　　ビニル巾木 H100[仕上新設]

・天井：CH2,220（改修別図参照）

　　　C-2補修の上、複層塗材E[下地共新設]

・目隠しﾌｪﾝｽ 四国化成 HG-6型 W1,100×H1,800 ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ仕様 同等品

・内部廊下改修（コア廻り詳細図参照）

　　　　　　（内部階段、踏面はﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ)

改修範囲　内装改修：詳細図参照

(　)内A3表記

手摺設置 両側床支持ﾀｲﾌﾟ 樹脂製 34φ[新設]

段部はL＝3M

相談室 相談室

402会議室

事務室

事務室

書庫

改修範囲　床：ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.5[新設]

EXP.J

A-013

改修後 ４階平面図
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A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
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503会議室

504会議室

コア廻り詳細図参照

詳細図参照

階段
(1)

階段
(2)

PS

　壁：既存モルタル金ゴテ、特殊塗料塗

　巾木：ビニル巾木 H100[仕上撤去]＊

　　　　ビニル巾木 H100[仕上新設]

・天井：CH2,220（改修別図参照）

　　　C-2補修の上、複層塗材E[下地共新設]

・目隠しﾌｪﾝｽ 四国化成 HG-6型 W1,100×H1,800 ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ仕様 同等品

・内部廊下改修（コア廻り詳細図参照）

　　　　　　（内部階段、踏面はﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ)

改修範囲　内装改修：詳細図参照

(　)内A3表記

手摺設置 両側床支持ﾀｲﾌﾟ 樹脂製 34φ[新設]

段部はL＝3M

[改修・再取付]

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ［新設］

EXP.J

改修範囲　床：ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.5[新設]

A-014

改修後 ５階平面図
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A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
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(1)
階段

　壁：既存モルタル金ゴテ、特殊塗料塗

　巾木：ビニル巾木 H100[仕上撤去]＊

　　　　ビニル巾木 H100[仕上新設]

・天井：CH2,220（改修別図参照）

　　　C-2補修の上、複層塗材E[下地共新設]

・目隠しﾌｪﾝｽ 四国化成 HG-6型 W1,100×H1,800 ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ仕様 同等品

・内部廊下改修（コア廻り詳細図参照）

　　　　　　（内部階段、踏面はﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ)

改修範囲　内装改修：詳細図参照

(　)内A3表記

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

EXP.J

改修範囲　床：ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.5[新設] 又はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t2.0[新設]

A-015

改修後 Ｒ階・ＰＨ階平面図



１

２

３

４
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A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

-

-
市庁舎長寿命化改修工事

×

0.6 ：Uｶｯﾄ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入
　ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り込め

：爆裂補強 鉄筋錆止め塗装の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗

別館ひび割補修あとは、巾200㎜入りフッ素樹脂塗装

仕上 改修前仕上

A

B

C

D

人造石ツツキ仕上 目地切 吹付タイル

コンクリート打放 吹付タイル

モルタル刷毛引 吹付タイル

F モルタル刷毛引

K

M 特殊モザイクタイル貼 ボーダーモルタル

本館

改修後仕上

モルタル刷毛引 ガンリシン　＊

小口タイル貼　＊

ﾓﾙﾀﾙ共ﾀｲﾙ撤去

高圧洗浄10～15MPa

N

P ピンネット工法の上、吹付タイル

U ウレタン塗膜防水 X-2

S

T

スチール SOP

テラゾーブロックコンクリート 吹付タイル

仕上 改修前仕上

X

Y

改修後仕上

二丁掛タイル貼　＊

ヨウ変タイル貼 227×47　＊

高圧洗浄10～15MPa、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2

高圧洗浄10～15MPa、可とう形改修塗材E

ﾓﾙﾀﾙ共ﾀｲﾙ撤去

イ

ロ

大型ALCﾊﾟﾈﾙ t=125 超耐候性ﾌｯ素樹脂仕上

ALCｺｰﾅｰﾊﾟﾈﾙ t=125 400×400
超耐候性ﾌｯ素樹脂仕上

ニ アルミ笠木 t=2.0

ハ

ホ

アルミパネル t=2.5

仕上 改修前仕上

へ

ト

ステンレス製 EXP.J 金物チ

ＡＬＣパネル t=100 吹付タイル

改修後仕上

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り込め耐候性ﾌｯ素樹脂塗(ひび割れ補修巾10㎝)

仕上 改修前仕上

リ

ヌ

ル

ワ

アルミパネル t=3.0

コンクリート打放 フッ素樹脂仕上

竪樋：ステンレスパイプ 100φ

竪樋：白ガス管 100φ SOP

改修後仕上

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

高圧洗浄10～15MPa

既存のまま

既存のまま

RB下地処理の上、DP塗

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ｼｰﾘﾝｸﾞ W20 既存撤去、ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ W10 既存撤去、ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 新設(ALC版間)

RB下地処理の上、DP塗t

別館

ひび割れ補修、Uｶｯﾄ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入法

コンクリート打放し、リシン吹付

浮き補修 (ﾀｲﾙ面積10％注入14ヶ所/㎡）+高圧洗浄10～15MPa

既存のまま

高圧洗浄10～15MPa、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2
注入14ヶ所/㎡、高圧洗浄10～15MPa
浮き補修（ﾀｲﾙ面積10％）

300角磁器質タイル

G

足場繋ぎﾀﾃﾖｺ共@3600、500×500 ｱｽﾍﾞｽﾄ適正工法及び処分の事

高圧洗浄10～15MPa、可とう形改修塗材E（上塗 ﾌｯ素）

高圧洗浄10～15MPa、可とう形改修塗材E（上塗 ﾌｯ素）

高圧洗浄10～15MPa、可とう形改修塗材E（上塗 ﾌｯ素）

C-1

C-2

B 　C　部分ひび割れ補修：Uｶｯﾄ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り込め

ハト除けネット[新設]ハト除けネット[撤去］

共通：ST RB下地処理の上DP塗ＰＨ塗装改修無し

ひび割れ補修、Uｶｯﾄ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入法
ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り込め耐候性ﾌｯ素樹脂塗(ひび割れ補修巾10㎝)

水洗いの上、可とう形改修吹付E（一部 ＊）

水洗いの上C2補修可とう形改修塗材E（上塗 ﾌｯ素）

＊：アスベスト含有建材 A  はｱｽﾍﾞｽﾄ封じ込め

高圧洗浄10～15MPa、C3補修の上 可とう形改修塗材E

高圧洗浄10～15MPa、C3補修の上 可とう形改修塗材E

改修工事対象とならない配管は未記載（共通) ﾀｲﾙ浮き注入：注入口SUS樹脂注入

タテ樋など 鋼管100φ、125φ、165φ

RB下地処理の上、DP塗

A

DD

A

A

C

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｙ3 Ｙ2 Ｙ1 Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6

６

７ ８

ＨＧＦＥＤＣＢＡ

1,
00

0

ニ

ニ

Y

T

D

ニ
ニT

ニ T

ニ

ニB

YN

D

D

P P

ニ

B

B

B

B

B

B

イイ

イ

イ

ハ

ハ

ニ

ロ

ハ

チ

イ

ル

ル

イ

S

ロル

ル

ル

S

S

ハ

ホ ホ ホ ト

ハ
イ

イ

イ

イ

イ

ハ

ニ

D

A

D

ホ

D

B

D

ニ

DDDDD S K K K

P

ニ
ニ

B

ニ

へ

チ

B

B

ニ
T

ニ

ニ

別館東面（別図参照）

T

T

ル

P

D

イ

チ

55
0

28
,1

20

TOP

PHRSL

PHFL

RSL

5FL

4FL

1FL
GL

3,
85

0
3,

85
0

3,
60

0
3,

60
0

3,
67

0
4,

83
0

3,
72

0

3FL

2FL

GL
1FL

2FL

3FL

4FL

5FL

RSL

PHFL

TOP

PHRSL55
0

3,
72

0
4,

83
0

3,
67

0
3,

60
0

3,
60

0
3,

85
0

3,
85

0

28
,1

20

1,
00

0

11,000

15,500

4,500

3,000

9,0009,0009,000

45,000

9,0009,000

9,000 9,000 9,000 9,000

63,000

9,000 9,000 9,000

14,5001,925

8,0008,0007,000
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0
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3,
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0
4,

80
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RSL

5FL

4FL

3FL

2FL

1FL

1,
00

0

ｽﾛｰﾌﾟ DD

ハ

1.1 1.1

擁壁面 ｸﾗｯｸ L1.1×2ヶ所

C2

0.2

0.3

0.3
0.3

0.3

0.2

0.2

0.3

0.2×4

0.10.3

S

0.2

0.2 0.3

イ
0.3

0.7 0.3

0.2×4

×

ﾊﾞｸﾚﾂ 0.2×0.1

0.2
0.1

0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 △0.1×0.2

0.3

0.20.20.30.30.20.3

0.3

0.2 0.3 0.2

別館本館

0.3

0.2

別館

△ ハクリ：ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ薄塗の上、ﾌｯｿ樹脂塗装

別館 本館

本館

G 斜線部 ﾊﾄ除けﾈｯﾄ[新設]

出隅 X出隅

出隅AC-1C-1C-1

西側立面図　1/200(1/400) 南側立面図　1/200(1/400)

東側立面図　1/200(1/400)

Z ×6

C-2

C-2

C-2
C-2

C-1

C-1 C-1

C-2

0.2ロ 0.3C-2

C-2

C-2

C-2

C-2

C-1

A

t 125φ t 125φZ ×6t 100φ

t 125φ

ホ

ホ

C-1 C-1

0.2

ホ ＊ ホ ＊

ｶﾞﾗｽｻｯｼ[ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ]

鉄骨階段(別図参照)

鉄骨階段(別図参照)

t 75φ
(塗装不要)

ｴﾝﾄﾗﾝｽ側面陶板ﾀｲﾙ(200角)高圧洗浄10～15MPa
浮き補修ﾀｲﾙ面積の10％ 注入口9ヶ所/㎡

S

t 165φ L=4.3 t 165φ L=4.3

D

ハ イ

A

A

歪み直し

壁面緑化

1.0

１２３４５

６

７８

ニ

ニ

ニ

B

ニ
ニ

ニ

M

S Y

B

N

Y

B

B

B

B

ル

ル

ル

C
D D

C
A

C

チ

T

D

SUSｷｬﾉﾋﾟｰ

14,500 1,000

8,925

38,925

6,000 6,000 9,000

C

UA

A

XX ｱﾙﾐ庇

1.0 0.6

0.6 0.6

0.8 0.3
1.0

0.2
2.0

0.3
0.6

W20

1.0

0.5

0.5
0.5

B1.0
0.3

D

Z
A

Z Z

本館

C-1
C-1

C-1 C-1C A

出隅 出隅

北側立面図　1/200(1/400)

×4

×4

×6
Z ×1

Z ×6 t 125φ

t 100φ t 100φ t 100φ

t 125φ

t 125φ

C

P

P

P

C

銘板

ﾓﾙﾀﾙ仕上 仕上Bに準ずる

GL
1FL

2FL

4FL

3FL

5FL

RSL

PHFL

PHRSL

TOP

1,
00

0
3,

85
0

3,
85

0
3,

60
0

3,
60

0
4,

83
0

3,
67

0
3,

72
0

28
,1

20
55

0

300

A

B

500

ﾄｲ 鋼管100φ

STﾌﾞﾗｹｯﾄ L=50×50×4.5

ﾄｲ・ﾌﾞﾗｹｯﾄ共 RB下地処理の上、DP塗
（本館 1F軒）

5
00

(7
50

)

(750)

Z　　Z  -1　樋受けブラケット

（　）内　Z　-1を示す(ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図)

ﾄﾞﾗｲエリア立上り壁 ｼｰﾘﾝｸﾞ調査

10
0

2
50

1
00

50

RC-40

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾜｲﾔｰ

壁面緑化 上下ｱﾝｸﾞﾙSUS65×65×6
　　 　　SUSﾜｲﾔｰ @150
　　 　　ﾂﾙ系植物 POT @150
　　 　　(客土は不要)

壁面緑化ﾜｲﾔｰ基礎　

S=1/20(1/40)

ａ断面図

S=1/50(1/100)

200

1,
2
50

10
0

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

C

FL
ま

で
4
,2

0
0

C

C

S=1/50(1/100)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図
MS-2[新設]

ｼｰﾘﾝｸﾞ W20[撤去]

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ断面詳細図

S=1/30(1/600)

ａ

モルタル巾木 H=270(一部1100～270）

A

9,000

1,
10

0 A

XX

庇竪樋 ST 100φｔ

A-016

（　）内A3表記

立面図ー１
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縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号
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市庁舎長寿命化改修工事
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C
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A
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7,0007,000
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00

0
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0

3,
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0
3,
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3,
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0
4,

80
0
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0

RSL

5FL

4FL

3FL

2FL

1FL

11,000 4,500 3,000 2,925

0.2 0.2 0.3

0.2

0.3

0.3

0.20.5

0.3

0.2
0.2

0.5
0.2 0.2 0.2

0.2

0.3
0.7

北面腰壁 ｸﾗｯｸ L1.1×3ヶ所(表･裏 + 天端 L150)

1.11.11.1

本館

別館 別館

0.3

G

G

G

GG

G

G

G

G

G

G

G 斜線部 ﾊﾄ除けﾈｯﾄ[新設]

A

450 110

(ｻｯｼ水切り)
ｺﾝｸﾘｰﾄ面台

本館 X1～X2 新設ﾈｯﾄ設置部分 G 

　　ｻｯｼ水切り、ｺﾝｸﾘｰﾄ面台上部

　　既存ﾊﾄ除け薬品入り缶ｹｰｽ 75φ H10 @300[撤去]

C

8
6
0

50 2
0

680

20
30

：ｼｰﾘﾝｸﾞ W20 撤去・新設（MS-2)

1F別館 アルミパネル柱型　ハ

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

100 610 100

810

8
10

ALCﾊﾟﾈﾙ t100 吹付ﾀｲﾙ

高圧洗浄10×15MPa

：ｼｰﾘﾝｸﾞ W20 撤去・新設（PU-2)

1F別館 ＡＬＣパネル t100　ヘ

Ｃ

14,500 18,000

9,000 9,000

GL

1,
00

0
3,

85
0

3FL

2FL

1FL

3,
60

0

9,
38

0

1,
05

0

Ｄ Ｅ

東側立面図　1/200(1/400) 北側立面図　1/200(1/400)

南側立面図　1/200(1/400)
西側立面図　1/200(1/400)

C-2

C-2
C-2

C-2

C-2C-2

C-2

C-2
C-2

C-2

C-1

C-1

C-1

C-2
C-2 C-2

C-2

C-2

C-2

C-2

C-2

C-2

C-2

C-1 C-2

C-2
C-2

C-2

C-2 C-2

C-1 C-1

3～ 5F本館南面　3～ 5F面　詳細

A

AA

G B G

D D

D D

A
S

D

×

0.6 ：Uｶｯﾄ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入
　ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り込め

：爆裂補強 鉄筋錆止め塗装の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗

別館ひび割補修あとは、巾200入りフッ素樹脂塗装

C-1

仕上 改修前仕上

A

B

C

D

人造石ツツキ仕上 目地切 吹付タイル

コンクリート打放 吹付タイル

モルタル刷毛引 吹付タイル

F モルタル刷毛引

K

M 特殊モザイクタイル貼 ボーダーモルタル

本館

改修後仕上

モルタル刷毛引 ガンリシン　＊

小口タイル貼　＊

ﾓﾙﾀﾙ共ﾀｲﾙ撤去

高圧洗浄10～15MPa

N

P ピンネット工法の上、吹付タイル

U ウレタン塗膜防水 X-2

S

T

スチール SOP

テラゾーブロックコンクリート 吹付タイル

仕上 改修前仕上

X

Y

改修後仕上

二丁掛タイル貼　＊

ヨウ変タイル貼 227×47　＊

高圧洗浄10～15MPa、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2

高圧洗浄10～15MPa、可とう形改修塗材E

ﾓﾙﾀﾙ共ﾀｲﾙ撤去

イ

ロ

大型ALCﾊﾟﾈﾙ t=125 超耐候性ﾌｯ素樹脂仕上

ALCｺｰﾅｰﾊﾟﾈﾙ t=125 400×400
超耐候性ﾌｯ素樹脂仕上

ニ アルミ笠木 t=2.0

ハ

ホ

アルミパネル t=2.5

仕上 改修前仕上

へ

ト

ステンレス製 EXP.J 金物チ

ＡＬＣパネル t=100 吹付タイル

改修後仕上

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り込め耐候性ﾌｯ素樹脂塗(ひび割れ補修巾10㎝)

仕上 改修前仕上

リ

ヌ

ル

ワ

アルミパネル t=3.0

コンクリート打放 フッ素樹脂仕上

竪樋：ステンレスパイプ 100φ

竪樋：白ガス管 100φ SOP

改修後仕上

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

高圧洗浄10～15MPa

既存のまま

既存のまま

RB下地処理の上、DP塗

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ｼｰﾘﾝｸﾞ W20 既存撤去、ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ W10 既存撤去、ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 新設(ALC版間)

RB下地処理の上、DP塗t

別館

ひび割れ補修、Uｶｯﾄ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入法

コンクリート打放し、リシン吹付

浮き補修 (ﾀｲﾙ面積10％注入14ヶ所/㎡）+高圧洗浄10～15MPa

既存のまま

高圧洗浄10～15MPa、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2
注入14ヶ所/㎡、高圧洗浄10～15MPa
浮き補修（ﾀｲﾙ面積10％）

300角磁器質タイル

G

足場繋ぎﾀﾃﾖｺ共@3600、500×500 ｱｽﾍﾞｽﾄ適正工法及び処分の事

高圧洗浄10～15MPa、可とう形改修塗材E（上塗 ﾌｯ素）

高圧洗浄10～15MPa、可とう形改修塗材E（上塗 ﾌｯ素）

高圧洗浄10～15MPa、可とう形改修塗材E（上塗 ﾌｯ素）

C-1

C-2

ハト除けネット[新設]ハト除けネット[撤去］

共通：ST RB下地処理の上DP塗ＰＨ塗装改修無し

ひび割れ補修、Uｶｯﾄ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入法
ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り込め耐候性ﾌｯ素樹脂塗(ひび割れ補修巾10㎝)

水洗いの上、可とう形改修吹付E（一部 ＊）

水洗いの上C2補修可とう形改修塗材E（上塗 ﾌｯ素）

＊：アスベスト含有建材 A  はｱｽﾍﾞｽﾄ封じ込め

高圧洗浄10～15MPa、C3補修の上 可とう形改修塗材E

高圧洗浄10～15MPa、C3補修の上 可とう形改修塗材E

改修工事対象とならない配管は未記載（共通) ﾀｲﾙ浮き注入：注入口SUS樹脂注入ハト除け剣山 杉田エース ｵｰﾙｽﾃﾝﾚｽｽﾘﾑ 600L×100H×50W 同等品

リ

t 100φ t 100φ

P

鉄骨階段(別図参照)

タテ樋など 鋼管100φ、125φ、165φ

RB下地処理の上、DP塗

GZ ×6 Z ×4
Z  1×4B

モルタル巾木 H=270(一部1100～270）

Ｘ6通り 1F部分、

取外しゆがみ直し(GLから600H）

ａ

300

40
0

▽

外壁

ＭＢ門型ブラケット[撤去] 計8ヶ所

L-25×25×2.3

70
0

500

計4ヶ所

L-25×25×2.3

SB ×4MB ×8

t　+ ﾊﾄ除け剣山[新設]
（ﾄｲの上に剣山、勾配あり）

空調用冷温水管撤去G

（機械設備工事）

ＳＢ 三角ブラケット[塗替]
RB下地処理の上DP塗装

A-017

（　）内A3表記

立面図ー２
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縮　尺
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市庁舎長寿命化改修工事

8

5a

6

7

30
0

3
50

2
,4

2
0

5,
4
00

1
,9

8
0

4,600 1,460

h380
W300

b475

b490

h320

ﾍ

h260150

5,800×1,460

3,
6
00

6,
16

0

b0 b0
h320

4,270 250 2,610 250

5
00

h340h280

3
00

2
50

910

h320

ｲ

250

500 910

b790

ST

3
70

h330

ｱﾀﾏ

1/120､1/40

3,100

7,000

1,550

2,700 3,700 2,4801,300

h320

200
AL笠木

STﾀﾗｯﾌﾟ

2
50

AL笠木

AL笠木

RD 100φ用

AL笠木
b250

AL笠木 W350

b250h280

ﾛ (東)
AL笠木 W300

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

AL笠木

AL笠木 W300

四周ｼｰﾘﾝｸﾞ[撤去]

新設MS-2 W30

〈傾斜壁〉

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾓﾙﾀﾙ：

高圧洗浄10～15MPa

特殊ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

ﾓﾙﾀﾙ･ﾀｲﾙ貼[撤去]

可とう形改修塗材E[新設]

既存ｼｰﾄ防水下地、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水ぜい弱部除去、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水増塗の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 OTｼﾘｺﾝ上塗り

（上塗 ﾌｯ素）

議場上部屋根

0.1×0.1

ｽﾀｯｺ調吹付 F L=1,065

ｽﾀｯｺ調吹付 F

ハト小屋B

ハト小屋A

ｼｰﾄ防水下地、u-1[新設]

A

B

C

(　)内はA3表記

仕上見切

議場屋根伏図　　S=1/60(1/120)

ﾎ

ﾎ -1 ﾎ -1

ﾊ

ﾆ W250

既存脱気筒ST 既存脱気筒ST

ﾆ 

ﾆ

A

Ａ視

SUS(ｽﾃﾝﾚｽ)

EXP.Jｶﾊﾞｰ

J-BOX 樹脂

樹脂管

〈共通事項〉以下は改修なし

1
,8

0
0

1
,0

0
0

1
4,

5
00

9,000 9,000

h  ： ｱｺﾞ下寸法　ｱｺﾞ鼻先下端防水ﾃｰﾌﾟ[新設]

u-2 ：既存ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 高圧洗浄10～15MPa ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2[新設]

ST　：ｽﾁｰﾙ：RB下地処理の上DP塗

ｽﾀｯｺ調吹付：高圧洗浄10～15MPa C-2補修の上、可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

F 　：吹付ﾀｲﾙ：高圧洗浄10～15MPa 可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

ﾘｼﾝ吹付 ＊：水洗い C-2補修の上、可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

M　：既存ﾓﾙﾀﾙ

凡例（改修）　＊ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

RD　：縦型ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ RB下地処理の上、ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装[新設]

u-1 ：既存ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-1 下地ｼｰﾄ防水ぜい弱部除去の上、高圧洗浄10～15MPa

AL　：ｱﾙﾐ　：ｱﾙﾐ笠取外し u-2防水後[再取付]

　　　ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 OTEｼﾘｺﾝ上塗[新設]

b  ： ｱｺﾞ上～笠木下寸法

ア 配管用基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 100× 100× 100[既存のまま]

Ｎ

35

50

2
40

27
0

6540
0

4
5

100

1,850×6,100

1,460×5,800

u-1

u-2

ハト小屋Ａ・ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ　A 断面　　S=1/20(1/40)

u-2

2
20 3
40

20

15
0

1,
23

5

1,
00

0

55115

65

u-2

ST

u-1

u-2

3
4040

60

1
,2

3
5

15
0

u-1

u-2

u-2

ハト小屋Ｂ C 断面　　S=1/20(1/40)ハト小屋Ｂ B 断面　　 S=1/20(1/40)

既存ｼｰﾘﾝｸﾞ[撤去]

新設MS-2 W20

仕上見切

四周ｼｰﾘﾝｸﾞ[撤去]

新設MS-2 W30

仕上見切

15
02
0

80
0

55

u-1

70

300

60

45

45

F(南)

二丁掛ﾀｲﾙ(西)

u-2

ｽﾀｯｺ調吹付 F

ロ 断面　　S=1/20(1/40)

仕上見切

h

250

5570
1
0

50

20ﾓﾙﾀﾙ笠木

特殊ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

25

u-2

AL笠木

[撤去]

イ 拡大面　　 S=1/10(1/20)

仕上見切

15
02

0
80

0

80

55
28

060

u-2

u-1

250

7
0

2550

150

u-2

可とう形改修塗材E[新設]
C-1補修の上、

特殊ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

ﾓﾙﾀﾙ共[撤去]

（上塗 ﾌｯ素）

イ 断面　　S=1/20(1/40)

仕上見切
30

100

1
0

15 ﾓﾙﾀﾙﾎﾞｰﾀﾞｰ

特殊ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ（ﾓﾙﾀﾙ共）[撤去]

高圧洗浄10～15MPa

C-1補修の上、可とう形改修塗材E

 上塗り ﾌｯ素[新設]

傾斜壁目地廻り　　S=1/10(1/20)

仕上見切

65

100

250

40

2
0

5
0

ｂ
～

0
1
90

F

300
エ -2

h

Ａ視

u-2

72

u-1

F

二丁掛ﾀｲﾙ

[浮き補修]

5
0

h
15

02
0

8
00

4
10

ハ 断面　　 S=1/20(1/40)二  断面　　S=1/20(1/40)

5
0

250

h
15

02
0

8
00

80

40

u-2

u-1

仕上見切

ホ 断面　　 S=1/20(1/40)

仕上見切 仕上見切

2
,4

5
0

22φ

17
0

1,
3
00

2
30

50

FB-50×100

ST 22φ @300

9段

u-1

u-2

50
h

1
50
2
0

8
00

u-1

二丁掛ﾀｲﾙ

[浮き補修]

ホ-1 断面　　 S=1/20(1/40)

仕上見切

510

タラップ詳細図　　S=1/20(1/40)

仕上見切

250

u-2

1
8
5

50
h

u-235

200

ｽﾀｯｺ調吹付 F

ヘ 断面　　S=1/20(1/40)

仕上見切

AL笠木[取外し・再取付]

AL笠木[取外し・再取付]

[取外し・再取付]
AL笠木 W250

AL笠木

[取外し・再取付]

AL笠木
[取外し・再取付]

AL笠木

[取外し・再取付]

[取外し・再取付]
u-2

u-2
[取外し・再取付]
AL笠木

H G F

ｽﾀｯｺ調吹付 F

AL笠木［取外し・再取付］

AL笠木[取外し・再取付]

ﾛ (西)

[取外し・再取付]

[取外し・再取付]

[取外し・再取付]

AL笠木 W300

h

h
h30

hh

h h

u-1
u-2

u-2

h
30

u-1
u-2 100

u-2

h

u-2

u-2
h

ｽﾀｯｺ調吹付 F

[取外し・再取付]

h

C-3補修の上、

二丁掛ﾀｲﾙ

[浮き補修]

A-018
1/60、1/20

（本館）議場棟 議場上部 屋根伏図



ｽﾀｯｺ調吹付 F
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A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
図示

ｱ ×12

架台 2 　@2,000

RDRD

RD

ｱ ×8

ｲ

議場機械室

8

5a

6

7

議場棟屋根

a

SUSﾗｯｷﾝｸﾞ 100φ

DS

DS

STﾀﾞｸﾄ 300×70H
[既存のまま]

ST80φ

SUS J-BOX 600□×450H

ｴﾙﾎﾞ ST 100φ L=300

RDRD ﾎ

Ｎ

1,320 2,760 1,630 1,500 700 1,980 1,510

20

1
0

36
0

3
0

220

250
ｲ

1
80

1,060 20

60

1,
08

0

5
20

220

3
0

6
8
0

AL笠木 W200

AL笠木 W300

ST樋 100φ

u-2

u-2

DS u-2

u-2

AL笠木 W300

ST ﾀﾗｯﾌﾟ

ｽﾀｯｺ調吹付 F

ﾘｼﾝ吹付 ＊

ｽﾀｯｺ調吹付 F

ｽﾀｯｺ調吹付 F

F

u-2

ST：RB下地処理の上、DP塗
(　)内はA3表記

議場棟屋根伏図　　S=1/60(1/120)

傍聴者席
議場上部

ﾆ

ﾊ

ﾛ

ﾎ

ﾄﾄ

70

u-2

68
0

30
36

030

MS-2[新設]

ｼｰﾘﾝｸﾞ W10[撤去]

SG

W10

21
0

u-1

u-2

2
80

ﾘｼﾝ吹付 ＊

SG

＊：ｱｽﾍﾞｽﾄ含有(封じ込め)

　　水洗いの上、可とう形改修塗材E

(上塗り ﾌｯ素)

ニ 断面　　S=1/20(1/40)

仕上見切

W10

40
0 u-2

10

本体

u-2

300

2
00

F

u-2

仕上見切

ヘ 断面　　S=1/20(1/40)

200 100

3
00

13
5

10F

F

ｽﾀｯｺ調吹付 F

u-2[新設]

仕上見切

ト 断面　　 S=1/20(1/40)

仕上見切

＊ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

階段室・廊下上部

議会棟機械室立面（Ｆ通り南面）　S=1/50(1/100)

[既存のまま]

ALｱﾝｸﾞﾙ

ｽﾀｯｺ調吹付 F

SUS

u-1 21
0

1,
32

0
25

10
0

40

3
0

W20

30

SUS

70

15

STﾄﾞｱ

MS-2[新設]

既存ｼｰﾘﾝｸﾞ[撤去]

W10u-2

ﾘｼﾝ吹付 ＊

＊：ｱｽﾍﾞｽﾄ含有(封じ込め)

(上塗り ﾌｯ素)

　　水洗いの上、可とう形改修塗材E

ｽﾀｯｺ調吹付 F

ハ 断面　　S=1/20(1/40)

仕上見切

W20

40

u-2

u-1

39
0

70

u-2

50
1
,
08

0

500

W10

ﾘｼﾝ吹付 ＊

MS-2[新設]

ｼｰﾘﾝｸﾞ W10[撤去]

＊：ｱｽﾍﾞｽﾄ含有(封じ込め)

(上塗り ﾌｯ素)

　　水洗いの上、可とう形改修塗材E

ｽﾀｯｺ調吹付 F

ロ 断面　　S=1/20(1/40)

仕上見切

20

イ 断面　　S=1/20(1/40)

MS-2[新設]

ｼｰﾘﾝｸﾞ W10[撤去]

＊：ｱｽﾍﾞｽﾄ含有(封じ込め)

(上塗り ﾌｯ素)

　　水洗いの上、可とう形改修塗材E

u-1

u-2

18
0

2
1
0

仕上見切

35

35
0

20
0

10

本体

u-2

u-2
u-2

45

34
0

1
8
0
507
5

u-2

仕上見切

ホ 断面　　S=1/20(1/40)

既存ｽﾀｯｺ調吹付 F

u-2 ：既存ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 高圧洗浄10～15MPa ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2[新設]

ST　：ｽﾁｰﾙ：RB下地処理の上DP塗

AL　＊ｱﾙﾐ　：ｱﾙﾐ笠取外し u-2防水後[再取付]

ｽﾀｯｺ調吹付：高圧洗浄10～15MPa C-2補修の上、可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

F 　：吹付ﾀｲﾙ：高圧洗浄10～15MPa 可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

ﾘｼﾝ吹付 ＊：水洗い C-2補修の上、可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

M　：既存ﾓﾙﾀﾙ

凡例（改修）　＊ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

　　　ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 OTEｼﾘｺﾝ[上塗[新設]

RD　：縦型ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ RB下地処理の上、ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装[新設]

u-1 ：既存ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-1 下地ｼｰﾄ防水ぜい弱部除去の上、高圧洗浄10～15MPa

h  ：ｱｺﾞ下寸法　ｱｺﾞ鼻先下端防水ﾃｰﾌﾟ[新設]

SUS(ｽﾃﾝﾚｽ)

EXP.Jｶﾊﾞｰ

J-BOX 樹脂

樹脂管

〈共通事項〉以下は改修なし

ア 配管用基礎 ｺﾝｸﾘｰﾄ

100× 100×100[既存のまま ]

既存ｼｰﾄ防水
u-2

u-2[新設]

3
50

3
50

4,
08

0
1,

63
0

1,
50

0
70

0

240 1,200

4,560

240 1,020

1
,9

80

2
2
0

S
G

架台 2

排気風洞

架台 2

架台 2

8
,6

4
0

1
,
51

0
1,

20
0

1
,8

0
0

1
,0

0
0

1
4
,5

0
0

u-2

u-2

u-1

u-2[新設]

[新設]

[新設]

u-2[新設]

SUSﾗｯｷﾝｸﾞ

u-2[新設] u-2[新設]

[取外し・再取付]
AL笠木

600 350

AL笠木
[取外し・再取付]

18,000

TD RDﾍ

H G F

ﾘｼﾝ吹付 ＊

STｶﾞﾗﾘ RB下地処理の上、DP塗[新設]四方+下部水切

ｽﾀｯｺ調吹付 F

[取外し・再取付]

[取外し・再取付]

[取外し・再取付]

EXP.Jｶﾊﾞｰ[既存のまま]

AL笠木 W350

[取外し・再取付]

AL笠木 W350
[取外し・再取付]

[既存のまま]

[取外し・再取付]
AL W350

u-2
35

h

h

h

A-019
図示

（本館）議場棟 屋上平面図ー１



１

２

３

４

A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
1/60

1/120

9,800

5
,5

00

3
,4

00

200 400

40
0

20
0

7,400

ﾜ

ﾁ

ｦ

ｱ ×12 ｱ ×8

ｱ ×15

ｱ

ｱｱｱｱ

ｱ

1
50

8
80

6,
20

0

4,
5
00ｱ

ｱ

ﾙ
ｲ

500 400

2,
7
00

5,800

5,
50

0
1
,6

0
0

2,600 780 800 880 2,800 1,240

35
0

4,
0
80

1,
63

0
1,

5
00

7
00

240 1,200

4,560

240 1,020

1,
9
8
0

2
20

1,
90

0

8,
64

0
1,

51
0

1,
2
00

屋根EXP.Ｊ

架台 5  ×2
架台 4

SG

架台 2

排気風洞

架台 2

架台 2

架台 4
架台 4

屋外機

設備置場
芝生

5
00

1,
40

0

YRD

芝生

RD RD RD RD RD RD

RD

0.2×4.0

0.2×0.3

DS

DS

0.6×7.4
0.5×7.5

0.5×0.7

2.5×0.2

0.5×0.5

0.2×4.0

0.2×3.5

0.2×3.5

0.2×6.0

0.2×1.1

0.2×0.5

AL笠木 W420

ﾘ

脱気筒[新設]

脱気筒[新設]

客土（t150）共[撤去]

高圧洗浄10～15MPa u-1[新設]

RD
YRD（推定）

ﾄｲ

脱気筒[新設]

脱気筒[新設]

ﾄｲ

［既存のまま］

植栽

客土（t400）共［撤去］

高圧洗浄10～15MPa u-1［新設］

ﾇ

u-2

YRD（推定）

ａ

SUSﾗｯｷﾝｸﾞ 100φ×2

STﾀﾞｸﾄ 300×70H
［既存のまま］

ST20φ

ST20φ

ST渡り階段ST20φ
［既存のまま］

STﾀﾞｸﾄ 300×70H

架台 3 ×2
架台 4

架台 1  ×2架台 2

SUS J.BOX 500□ H200

灌水装置［撤去］

低木 H=600 W400
植栽　植栽・客土(t100)共[撤去]、u-1[新設]

SUS J.BOX 200□ H200ｱ

ST20φ

ﾎAL笠木 W350

議場棟屋根

4,
00

0

ﾎ

1
4,

5
00

9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

RD 100φ
RB下地処理の上、ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗

ｴﾝﾄﾗﾝｽ庇・ｷｬﾉﾋﾟｰ

既存押えｺﾝｸﾘｰﾄ、ｼｰﾄ防水 + ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-1

屋上緑化

マルチング砂 t100[撤去]

屋上緑化

本館

議場棟

(　)内はA3表記

ａ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ t200 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ[撤去]

ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ H1,400 6本/㎡[撤去]

ｻﾂｷ H700 4本/㎡[撤去]

ﾂｹﾞ H1,000 @300[撤去]

石笠木[既存のまま]

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ[既存のまま]

u-1[新設]

AL免振 EXP.j[既存のまま] SUSﾗｯｷﾝｸﾞ 100φ[既存のまま]

議場棟
屋上詳細図
参照

ｼｰﾄ防水[撤去]

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2[新設]

 高圧洗浄10～15MPa、

既存脱気筒 ST 50φ×150H×計7ヵ所

u-2 ：既存ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 高圧洗浄10～15MPa ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2[新設]

ST　：ｽﾁｰﾙ：RB下地処理の上DP塗

AL　＊ｱﾙﾐ　：ｱﾙﾐ笠取外し u-2防水後[再取付]

ｽﾀｯｺ調吹付：高圧洗浄10～15MPa C-2補修の上、可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

F 　：吹付ﾀｲﾙ：高圧洗浄10～15MPa 可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

ﾘｼﾝ吹付 ＊：水洗い C-2補修の上、可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

M　：既存 ﾓﾙﾀﾙ

凡例（改修）　＊ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

　　　ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 OTEｼﾘｺﾝ[上塗[新設]

RD　：縦型ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ RB下地処理の上、ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装[新設]

u-1 ：既存ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-1 下地ｼｰﾄ防水、高圧洗浄10～15MPa

擬石 800×400×500H×5ヵ所[撤去]

[撤去]

脱気筒[新設]

室外機基礎[新設]防水改修別図参照室外機基礎[新設]防水改修別図参照

脱気筒[新設] 脱気筒[新設]

h  ：ｱｺﾞ下寸法　ｱｺﾞ鼻先下端防水ﾃｰﾌﾟ[新設]

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

u-1[新設］

ｾﾝﾀﾞﾝ H3.0 W2.5 100φ 三脚鳥居[撤去]

u-1[新設］

u-2［新設］

SUS(ｽﾃﾝﾚｽ)

EXP.Jｶﾊﾞｰ

J-BOX 樹脂

樹脂管

〈共通事項〉以下は改修なし

　：既存ｼｰﾄ防水下地、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水ぜい弱部除去、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水増塗の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 OTｼﾘｺﾝ上塗り

ﾊﾄｺｯﾄ

架台 1

5
80

550

ｺﾞﾑ基礎
150×120×100H

ST C-50×40

20
0

600

ST [-100×50×t5.5

架台 2

架台 3

600

ST [-100×50×t5.5

60
0

架台 4

68
0

ｺﾞﾑ基礎

ST C-50×40

150×150×100H

480
架台 5

ST [-100×50×t5.5

570

6
50

防水改修を行うこと
ｺﾞﾑ基礎下部浮かして可能な限りで

240

22
0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

CB t200

ａ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ立上り[撤去] 詳細図

S=1/20（ 1/40）

ST PL-9

5
0

12
0

ST φ120ﾘﾝｸﾞ 19φ

70

ア 配管用基礎 ｺﾝｸﾘｰﾄ

100×100×100[既存のまま ]

ヨ　断面図

スチール製
丸環詳細図　S=1/10（ 1/20）

（　　　記号）

ﾖ

ｶ

AL笠木 W620

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 t=200[存置]

低木 H=600 W400 @500[撤去]

200

SUS

AL笠木

15
0

ｼｰﾄ防水[撤去]u-2[新設]
u-2

ｶ　断面図　S=1/20(1/40)

詳細記号（断面は、屋上詳細図２参照）

ﾊﾄ小屋C

立上り壁 天端ともu-2[新設]

中庭

上部

[取外し・再取付]

AL笠木 [取外し・再取付]

[取外し・再取付]

AL笠木 W600[取外し・再取付]

[取外し・再取付]

AL笠木

AL笠木 W470
[取外し・再取付]

AL笠木 W350
[取外し・再取付]

[取外し・再取付]

本館議場棟屋根伏図　　S=1/60(1/120)

A-020

（本館）議場棟 屋上平面図ー２



脱気筒[新設]

１

２

３

４

A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
図示

図示

(　)内はA3表記
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屋根EXP.Ｊ

YRD

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ
AL笠木 W420

AL笠木 W600

RD
YRD（推定）

ﾄｲ

ST渡り階段

SUSﾗｯｷﾝｸﾞ 100φ

ST20φ
［既存のまま］

STﾀﾞｸﾄ 300×70H

AL免振 EXP.j

8
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4
50

3,
45

0

5
,1

6
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 押えｺﾝｸﾘｰﾄ[撤去・新設]

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎芯
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2
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空調室外機基礎 空調室外機基礎

室外機

500

u-1[新設]

本館

議場棟

：ｶｯﾀｰ入

＊ ：ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

押えｺﾝｸﾘｰﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ＊

80

500 300 500

60
0

20

12
0

150

使用ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc21、S18

A-BOLT M-16 定尺長 200 二重ﾅｯﾄ

AL押え金物 30×10

D10 @150 ﾀﾃﾖｺ

80

押えｺﾝｸﾘｰﾄ t80

▽SL

50

D13

据付ﾓﾙﾀﾙ

30

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ @150 ﾀﾃﾖｺ

u-1

露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（砂付ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ）

接着剤ｱﾝｶｰ D10 @150

120 120
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0
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4
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1,9702,400

520 630

ST L-50×50×t4.5

ST 孔明き鋼板（3ﾏｽ）

ST L-50×50×t4.5

ST L-50×50×t4.5

ST L-50×50×t4.5

ST L-50×50×t4.5

ST L-50×50×t4.5

ST PLt4.5 150×95 ｺﾞﾑﾏｯﾄ

ST H-100×50
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0

35
0

4
0
0

ST H-100×50

ST L-50×50×t4.5

ST L-50×50×t4.5

ST L-150×75

渡り階段　西立面図　　S=1/30(1/60)

渡り階段　平面図　　S=1/30(1/60)

渡り階段　断面図　　S=1/30(1/60) 渡り階段　東立面図　　S=1/30(1/60)

ST孔明き鋼板（3ﾏｽ）

3,980（A)、6,460（B)（×2,065）

5,160
2,160

5
00

1
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00

765200 200

▽H鋼芯

5
00

765200 200

H鋼芯

▽

1
5
0

15
0

1
50

15
0

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

出隅防水ﾃｰﾌﾟ

ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾘﾝｸﾞ

TYPE A[新設] TYPE B[新設]

u-2 ：既存ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 高圧洗浄10～15MPa ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2[新設]

ST　：ｽﾁｰﾙ：RB下地処理の上DP塗

ｽﾀｯｺ調吹付：高圧洗浄10～15MPa C-2補修の上、可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

F 　：吹付ﾀｲﾙ：高圧洗浄10～15MPa 可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

ﾘｼﾝ吹付 ＊：水洗い C-2補修の上、可とう形改修塗材E 上塗りﾌｯ素[新設]

M　：既存ﾓﾙﾀﾙ

凡例（改修）　＊ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

　　　ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 OTEｼﾘｺﾝ[上塗[新設]

RD　：縦型ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ RB下地処理の上、ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装[新設]

u-1 ：既存ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-1 下地ｼｰﾄ防水ぜい弱部除去の上、高圧洗浄10～15MPa

h  ： ｱｺﾞ下寸法　ｱｺﾞ鼻先下端防水 ﾃｰﾌﾟ[新設]

   ：仕上見切

SUS(ｽﾃﾝﾚｽ)

EXP.Jｶﾊﾞｰ

J-BOX 樹脂

樹脂管

〈共通事項〉以下は改修なし

中庭

上部

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ

u-1[新設]

1,300

仕上見切

ア 配管用基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

100×100×100[既存のまま]

既存EXP.Jｶﾊﾞｰ
[既存のまま]

H鋼[新設]

脱気筒

脱気筒[新設]

u-1[新設]

u-1[新設]

H鋼[新設]

65
0

u-1

▽本体ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

新設基礎廻り詳細図（TYPE A、TYPE B 共通)　S=1/10(1/20)

AL　ｱﾙﾐ笠木：取外し u-2防水後[再取付] ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ[残置]

ｼｰﾘﾝｸﾞ 10×10 の上にｳﾚﾀﾝ塗膜防水を被せる

拡大

鉄骨SS400とする。

H-197×99×4.5×7 溶融亜鉛ﾒｯｷ
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室外機

H鋼芯

H鋼[新設]
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室外機

u-1[新設]

H鋼[新設]

1,065

空調室外機基礎

TYPE B[新設]

1,065 1,065 500100500 1,500 1,500

空調室外機基礎

TYPE A[新設]

空調室外機基礎

TYPE A[新設]
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H鋼[新設]

2
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8
0

50
0

脱気筒[新設]

脱気筒[新設]

500

脱気筒[新設]脱気筒[新設]

押えｺﾝｸﾘｰﾄ[既存]押えｺﾝｸﾘｰﾄ[既存]

押えｺﾝｸﾘｰﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ＊　撤去範囲[既存]

[取外し・再取付]

[取外し・再取付]

[取外し・再取付]

AL笠木

［既存のまま］

［既存のまま］

［既存のまま］

［既存のまま］

改修後 本館議場棟屋根伏図　　S=1/60(1/120)

（本館）議場棟 既存屋上緑化部分　改修後 空調機置場

A-021


